
食の新潟国際賞財団理事会は、食の新潟国

際 賞 の 第 二 回 受 賞 者 を 決 定 し た 。

同賞は、新潟県の食品を中心とする産業界や

農業界、学術界や新潟市などが昨年３月に財

団を設立、飢餓や低栄養、健康不安を引き起

こしている世界の食の課題に挑み、顕著な業

同賞は当面、2年に１回顕彰する制度として発足

した。財団では昨年、全世界15ケ国の推薦人から

候補者の推薦を受けた。本年３月から唐木英明倉

敷芸術科学大学学長を委員長とする選考委員会

が選考を進め、6月に開催した理事会で決定した。

同賞は、食の生産・供給・流通・消費の全プロセ

スに関わる業績を対象とする「本賞」（副賞1,000万

円）、途上国の増産や生産基盤の確立に特に寄

与した業績に贈られる「佐野藤三郎特別賞」（副賞

200万円）、若い研究者・実践者の可能性を奨励

する「21世紀希望賞」（副賞200万円）の３部門から

なっている。受賞した３氏は次の通り。
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本 賞 に J . シ ー ラ ン 氏
第二回受賞者、３名を選ぶ

受賞者ご紹介

本賞／ジョゼット・シーラン氏

（世界経済フォーラム副会長・WFP 国連世
界食糧計画前事務局長）（米国）

こしている世界の食の課題に挑み、顕著な業

績を顕彰するもの。食料生産や食品産業が活

発な新潟ならではの世界貢献策であり、新潟

地区を食に関する国際的な情報拠点として強

化する狙いもある。世界食糧賞（米国、1986年

創設）に次ぐ食の分野の国際的顕彰制度であ

る。

「第2回食の新潟国際賞」受賞者の決定にあたって
公益財団法人 食の新潟国際賞財団

理事長 古 泉 肇

「第2回食の新潟国際賞」はお蔭様で世界15ケ国か
ら、国際賞候補者の推薦をいただき、3名の受賞者
が決定されました。
あらためて、受賞候補者のご推薦をいただきました

皆様をはじめ選考作業にご協力をいただいた皆様
に心から御礼申し上げます。
当財団は国際賞を通じて世界と地域の発展に貢

献するとともに、食に関する情報の国際的拠点化が
少しでも実現されるよう一層の努力をしたいと考えて
おります。
来る10月15日には受賞者をお迎えして表彰式及

び記念講演会が開催されますので是非多くの皆様
の御出席をお待ちしております。
今後とも「食の新潟国際賞」へのご理解と本財団

へのご支援をお願い申し上げます。

ジョゼット・シーラン氏は、

過去5年間 国連世界食糧計

画(WFP)の事務局長を務め、

この間 WFPのリーダーとし

て 職員とともに 75ケ国・10

億5百万人の人々の援助を

行ってきた。

WFP在任中、高騰する食糧価格と燃料価格 そして

世界的な金融危機の中で指導力を発揮し、WFPの機

能をコントロールしてきた。

その指揮のもと WFPへの寄付は、歴史的な食料危

機に応え 50億ドルに増え、寄付国も100を超える。

また私的組織からの寄付も 2007年から2010年の間に

7百万ドルから１億５千万ドルに増加。

シーラン氏の飢餓撲滅に対する飽くなき情熱は、世

界の多くのリーダーに「空っぽの胃の上に平和は築け

ない!」という意識を植え付けることに成功した。



Josette Sheeran
（ジョゼット・シーラン）氏

1954年6月12日 米国・ニュージャージー州生まれ。

2007年4月から2012年4月まで、国連世界食糧計画
(WFP)のエグゼクティブ・ディレクター(事務局長)を努
め、現在は世界経済フォーラム(ダボス会議)の副議
長。

フォーブ誌の 100人の最もパワフルな女性の1人であ
り、外交分野でも大きな影響力を持ち、MARS社のアド
バイザー、CSIS財団の開発審議員および米国国務省

の市場アクセスについての女性職業指導委員会国際
評議員としても活躍。

また国務次官補として、経済・資源・農業を担当し、
2006年に国連の高等システム統合パネルに参加、開
発・人権援助および環境を担当。
さらにアジア・アフリカとの交渉を行う米国通商代表も
務める。

2度に亘り、ピューリッツァー賞の選考委員となり、現
在外交委員会のメンバーでもある。

飢餓に対する人権確保の功績により、ブラジルの民
間における最高の賞「リオ・ブランコ」を受賞。

シーラン氏は「今の私たちには科学と技術の

力によって、飢餓が発生している地域に食糧

を届ける手段があるのだから、私たちが生きて

いるうちに飢餓との闘いに勝てるはず。」と語っ

ている。

またシーラン氏は、災害や非常時において生

命や生活を救済するための新しい「非常時手

順」を導入し、WFPの能力改善を図った。

<主な非常時手順>

・60以上の国の2千2百万の小学校へ学校給

食を提供することで、子供たちに基礎的栄養

を補給。 また貧困家庭のセーフティネットとし

ても機能。

・効率よく食糧を入手できるように、クーポン

や現金を支給。

・食糧は 出来るだけ援助を必要としている地

域の近くで買い付け、その際は 小規模農家や

女性の優先を心がける。

シーラン氏の精力的かつ献身的な活動は、人

道的食糧支援の必要性を世界に認知させるこ

とに 大きく寄与した。とに 大きく寄与した。

「第２回食の新潟国際賞」受賞候補者の選考について

選考委員長 唐木英明（倉敷芸術科学大学学長）

食の新潟国際賞受賞候補者の募集を行ったところ、予想以上に多数の

応募があり、その数は世界１５カ国に上ったことを大変にうれしく思います。

多くの候補者の中から、本賞、佐野藤三郎特別賞、２１世紀希望賞の各賞

につき原則各１名しか採用できないため、選考委員一同大変に慎重かつ真

剣な審査と議論を行って候補者を決定しました。

本賞については、世界各国から推薦された候補者について選考委員が書類審査により評価を行いました。

その結果を持ち寄って選考委員会において協議を行い、高得点者に順位をつけて理事会に推薦しました。

佐野藤三郎賞および２１世紀希望賞についても、世界各国から推薦された候補者について同様の選考を

行い、高得点者に順位をつけて理事会に推薦しました。

候補者の提示を受けた理事会はその内容について審議を行い、受賞者の決定を行いました。

優秀な候補者をご推薦いただいた多くの関係者、そしてご多忙の中をご審査いただいた選考委員の皆

様に心から感謝の意を表します。



佐野藤三郎特別賞／梅林 正直氏
（三重大学名誉教授）（日本）

農業国際協力に献身的に取り組んできた。

この地域はかつてケシ栽培が行われていた地帯

で、ケシに代わって地域住民の自立を支援する

持続可能な農業の確立が切望されていた。

梅林正直（うめばやしまさなお）氏

昭和８年（１９３３年）８月１１日（金）の東京生まれ、
２８年間東京育ち。満７９歳。

戦争中に母の実家の三重県津市郊外に半年間疎
開。敗戦後に東京に戻り、

私立成蹊中学・高校（昭和２７年卒）、東京大学農
学部農芸化学科（昭和３１年卒）。

農林省農業技術研究所（７年間勤務）を経て、三重
大学農学部（昭和３８年講師、助教授、教授）、

学部名変更により生物資源学部教授となり、三重
大学で合計３４年間教職に就いた。

その間、昭和４４年１０月農学博士学位取得 東京
大学「高等植物のＡｍｏｎｏａｃｙｌａｓｅ に関する研究」
昭和４９年２～１０月 スウェーデン農科大学客員研
究員：環境化学
昭和５５年８～１０月 スウェーデン農科大学客員研
究員：溶存ガス分析

平成９年６月 三重大学名誉教授

梅林正直氏は、17

年間、タイ北部山岳

地帯（黄金の三角地

帯／タイ・ラオス・ミャ

ンマーの国境地帯）

において危険を伴う

状況の中、果樹植

樹活動を中心とした

そのような状況において、梅林氏は梅およびライ

ム（マナオ）を中心とした果樹栽培による自立支

援を提案し、梅2万2千本ライム1万８千本果樹苗

を寄贈・植樹する活動を続けた。

これらの活動は すべて自己資金で行われており、

自己資金は日本各地における講演活動等により

調達。

また危険地帯での植樹活動は氏が単独で行った

が、安全な地域での植樹活動については「チェ

ンマイ七夕植樹祭」等を催すなど、一般市民（タ

イ人および日本人）にも、その活動を広めた。

このように、個人で果樹植樹活動を地道に続け、

持続的な農業モデルの構築と地域住民の自立

支援を行ったことが評価され、2000年にタイ国政

府から「タイ国友好賞」を授与される。

また 2008年には日本国の外務大臣表彰を受け

た。

平成９年６月 三重大学名誉教授

専門分野は土壌学、植物栄養学、環境化学、分析
化学

この間にはタイ仏暦２５２２年（昭和５４年、１９７９
年）に初めて訪タイ。
以後８２回、延べ１５年間のタイ在に及ぶ。

スウェーデン王立農林学アカデミー外国人会員
モットーは、夢とあそび （あ：遊び心、そ：創造、
び：美と美味 ）

梅林氏の活動は、現地農民の収益増にもつ

ながり、世界的には 麻薬の生産減としても注

目され、前述の各賞授与となった。

また専門の土壌肥料学の観点から、この土地

に最適な樹種を見い出して定着させて、極貧

の農家経済に貢献したことも 注目すべき点で

ある。



２１世紀希望賞／ンネメカ・イケグオヌ氏
（スモールホルダーズ財団 事務局長）

（ナイジェリア）

イケグオヌ氏の住む

ナイジェリア・IMO州

の人々の生活を支

えるのは農業であっ

たが、文化的な中心

から切り離されてい

たこの州の小規模

農家では、原材料の

不足、適切な指導・情報・技術の不足によって、

満足な収穫も得られず、貧困の増加と食の安全

の減少に見舞われていた。

少年時代から この状況を目の当たりにしていた

イケグオヌ氏は、持続可能な農業のために「ス

モールホルダーズ財団」を設立。

Nnaemeka C  Ikegwuonu
(ンネメカ・C・イケグオヌ）氏

1982年5月29日ナイジェリア生まれ。

ナイジェリアの南東に位置する 貧しい地域で育ち、
家族とともに懸命に働きながらも 貧困を目にしてき
た。

大学でジャーナリズムを学ぶことを目指すが失敗。

歴史と国際学を学ぶも、ジャーナリズムへの情熱
は持ち続ける。

子供時代から青年期を通じ、地方農民の貧困の原
因は、適切なタイミングでの情報の欠如、それを含
む農業支援体制の崩壊だと考える。

2003年 地域開発組織「スモールホルダーズ財
団」を設立。

2007年にはユネスコの支援を受け、小規模農民の
ための地域FM局を開局。

現在も ナイジェリア・IMO州の25万人の農民に向

また小規模農民のための地域FM局を開局。

ラジオを通じて IMO州の約25万人の農民に、環

境保護や農業に関わる様々な情報、マーケット

情報などを 1日10時間毎日放送し、情報提供し

続けている。

<スモールホルダーズ財団のおもな活動>

・農業に関する様々な情報を提供することで、

何を・いつ・どのように作れば良いのかを学び、

そして収穫を増やす方法を学ぶ。

・放送内容は、穀物生産技術、ハイブリッド種

の紹介、土壌管理、旱魃に強い作物紹介など

多岐にわたる。

現在も ナイジェリア・IMO州の25万人の農民に向

け、農業に必要な様々な情報を連日流し続けてい
る。

・無料で設置された相互間通信システムで、リ

スナー間の情報交換が活発になり、農民が自信

を持ち始め、また女性の活躍の場を作る。

これにより、地域の活性化につながる。

これらの活動は、小規模農民の生産性と生活を

向上させるとともに、農民を自立させ、貧困者の

減少にも大きく寄与している・

選考委員会

唐木 英明（倉敷芸術科学大学学長）

木村 修一（加齢・栄養研究所所長）

生源寺 眞一（名古屋大学大学院教授）

猪口 孝（新潟県立大学学長）

平山 征夫（新潟国際情報大学学長）

山口 寛治（奥野総合法律事務所特別顧問）

柴田 明夫（株式会社資源・食料問題研究所代表）

山野井 昭雄（味の素株式会社顧問）

小出 五郎（日本科学技術ジャーナリスト会議前会長）

今野 正義（日本食糧新聞社代表取締役社長）

日向 志郎（株式会社日本農業新聞代表取締役社長）



「食の新潟国際賞」について

世界は食糧の需給をめぐる極度の不均衡に悩まされており、また、食が本来

実現しているはずの健康や精神的満足を享受できない人口が増加しています。

人口、異常気象、農地荒廃、水、戦争など困難な現実と格闘し、食の量と質を

創設趣旨 高め、あるいは健康における食の役割を追求することで、世界の人々の福祉と

平和に大きく貢献した業績を顕彰することで、飢餓・貧困をなくし、一人ひとり

が尊厳と健康にあふれた人生を生きることのできる環境の実現を願って「佐野

藤三郎記念 食の新潟国際賞」を創設します。

日本の一地方である新潟県は、日本海沿岸地域のほぼ中央に位置し、伝統

的に農業や食品産業が盛んであり、米を中心に日本の食糧生産拠点の一翼

を担っています。

「新潟」について また、県都新潟市は日本海側唯一の政令指定都市ですが、農水産業、食

品産業が活発な全国随一の田園都市という特質を誇っています。

賞のタイトルにある「新潟」は食の生産、製造、流通、食文化、研究、食育の

各分野ですぐれた蓄積のある地方そして都市としての自負が込められていま

す。す。

８０万都市新潟市は海抜０メートル以下の低湿地帯が多く、水と土に 苦しめ

られた歴史がありますが、佐野藤三郎（1923～1994）は腰までつかる泥田を全

「佐野藤三郎」について 国有数の美田に変え、食糧生産基盤を確立しながら未来志向の地域づくりを

進める一方で、中国の要請に応えて三江平原の開発に尽力したスケールの

大きな指導者でした。「食の新潟」を作り上げた多くの先人を代表する人格とし

て賞のタイトルにその名を付しました。

本賞は、①生産と供給 ②食と健康 ③食と教育に関わるあらゆる全分野

の業績が対象。例えば、生産技術、穀物利用技術、流通システム、食の安

全性、食品機能、国際協力など。正賞は宮田亮平氏作の金属工芸品。副賞

賞の概要 は1000万円。

佐野藤三郎特別賞は、本賞の対象分野の中で特に①発展途上国の食料

増産及び生産基盤の確立 ②持続可能な農業を核とする自立的な地域モ

デルの創造、以上が対象。正賞の他、副賞は200万円。

２１世紀希望賞の対象分野は、本賞と同一。４５歳以下の若い人材に授与

される。正賞の他、副賞は200万円。



氏名 所属・役職

理事長 古泉 肇 亀田商工会議所会頭

副理事長 篠田 昭 新潟市長

副理事長 下條 文武 新潟大学学長

副理事長 池田 弘 ㈻新潟総合学園総長

常務理事 与田 一憲 食の新潟国際賞財団ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ

氏 名 所属・役職

安斎 隆 セブン銀行代表取締役会長

並木 富士雄 第四銀行取締役頭取

唐木 英明 倉敷芸術科学大学学長

北原 保雄 筑波大学名誉教授

小泉 武夫 東京農業大学名誉教授

坂本 元子 和洋女子大学名誉教授・評議員

評議員理 事

食の新潟国際賞財団

理事 五十嵐修平 亀田郷土地改良区理事長

理事 今井 長司 新潟県農業協同組合中央会副会長

理事 伊藤 忠雄 新潟大学名誉教授

理事 大坪 研一 新潟大学教授

理事 石黒 正路 新潟薬科大学教授

理事 齋藤 吉平 新潟県酒造組合会長

理事 佐藤 功 佐藤食品工業㈱代表取締役会長

理事 高橋 道映 新潟日報社代表取締役社長

理事 高橋 秀松 新潟商工会議所副会頭

理事 田中 通泰 亀田製菓㈱代表取締役社長

理事 吉田 康 ㈱ブルボン代表取締役社長

坂本 元子 和洋女子大学名誉教授・評議員

髙木 正道 新潟薬科大学学長

辻井 博 京都大学名誉教授

服部 幸應 ㈻服部学園理事長

平山 征夫 新潟国際情報大学学長

山口 寛治 奥野総合法律事務所特別顧問

山本 正治 新潟医療福祉大学学長

氏 名 所属・役職

五十嵐 祐司 東邦産業㈱代表取締役

進藤 博 第四銀行営業統括部長

野崎 正博 一正蒲鉾㈱代表取締役社長

氏 名 所属・役職

武田 修三郎 日本産学フォーラムファウンディングディレクター

栗山 清 ㈱栗山米菓 相談役

相談役

監 事

公益財団法人 食の新潟国際賞財団事務局
〒951-8131 新潟市白山浦1丁目425番地9

白山浦庁舎内
Tel 025-201-8901 fax 025-201-8902
ホームページ http://www.niigata-award.jp
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